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この装置を用いることにより、例えば、既存のアンビエントイオン化質量分析法であるリアルタイム

直接分析（Direct Analysis in Real Time; DART*5）法と組み合わせた場合、測定する化合物の検出感度

が 10 倍以上、化合物によっては 1000 倍ほど向上します。 

 

☆今後の期待 
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クハウス症候群や化学物質過敏症の原因

となる化学物質をその現場で分析するこ

とが可能となるほか、果物や野菜などの

農産物に付着した残留農薬の検出、空港

などにおいて衣服に付着した微細な麻薬

物質の検出など、われわれの日常生活の
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ます。 

 

（注釈） 

*1 質量分析：原子や分子の質量を測定する技術．具体的には，原子や分子等を何らかの方法で気体状のイオ

ンとし（イオン化を参照），真空中で運動させ，電磁気力を用いて質量と電荷の比（m/z）に応じて分離・検出

する．  

 

*2 アンビエントイオン化質量分析：身近な周辺環境（ambient）に存在する物質そのものを，試料調製を必

要とせず、リアルタイムでその現場（in situ）での質量分析を可能とする技術。  

 

*3 イオン化：質量分析における「イオン化」とは，試料分子または原子を気体状のイオンにすることを指す．  

真空中でイオンを生成する方法及び大気圧下でイオンを生成する方法がある．試料の化学的性質によって適し

たイオン化法を選択し，使用する．アンビエントイオン化法とは，加熱やレーザー，スプレーによってその現

場（in situ）にある試料（例えば，野菜や果物の表面に付着している微量な農薬）を気化させ，大気圧下で

イオン化する方法の総称． 

 

*4 コロナ放電：常態で絶縁物の気体に高電圧を印加すると，気体の一部が電離し，荷電粒子すなわち電子や

正負イオンが生成する．これらが電界中を移動することで気体中に電流が流れる現象を気体放電という．コロ

ナ放電とは，ニードルと平板電極のような曲率の大きい部位を含む非対称電極を用いた場合に発生する「局部

破壊」と呼ばれる気体放電状態を指す．局部破壊とは，ニードル先端（最大曲率を持つ高電界領域）にかすか

な光（コロナ）が見られ，電極間にはマイクロアンペア程度のわずかな電流が流れる状態を指す（図４）． 

図 3．カフェイン（10 ng/L）の DART 測定結果。Corona ++を使用

することにより、カフェインのプロトン化分子（下図中の[カフェイ

ン+H]+）のピーク強度が 10 倍程増加する。 
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